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寧

は
じ
め
に

　
高
野
山
大
伝
法
院
は
、
興
教
大
師
覚
鑁
（
一
〇
九
五
〜
一
一
四
三
）
が
真

言
教
学
を
復
興
す
る
た
め
に
、
鳥
羽
院
の
外
護
の
も
と
に
院
の
御
願
寺
と
し

て
建
立
し
た
寺
院
で
あ
る
。
覚
鑁
は
、
九
州
肥
前
国
藤
津
庄
に
生
ま
れ
、
八

歳
の
時
に
発
心
し
、
十
三
歳
で
上
洛
し
て
仁
和
寺
寛
助
の
も
と
に
師
事
し

た
。
そ
の
後
覚
鑁
は
、
南
都
に
て
法
相
・
三
論
な
ど
諸
宗
を
遍
学
し
、
二
十

歳
の
頃
に
成
仏
を
目
指
し
、
京
都
を
離
れ
て
高
野
山
に
入
住
し
た
。
後
に
真

言
密
教
中
興
の
祖
と
し
て
仰
が
れ
る
覚
鑁
が
、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
力
を
尽

く
し
た
の
は
、
真
言
密
教
の
復
興
と
浄
土
信
仰
の
思
潮
に
傾
く
浄
密
融
合
の

理
論
構
築
で
あ
）
1
（

る
。
当
時
随
一
の
権
力
者
で
あ
っ
た
鳥
羽
院
の
外
護
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
覚
鑁
は
、
高
野
山
に
お
い
て
真
言
教
学
を
振
興
す
る
た
め

に
、
長
く
中
絶
し
て
い
た
伝
法
会
を
再
興
し
、
大
伝
法
院
を
建
立
し
た
。
し

か
し
、
伝
法
院
の
建
立
及
び
寺
院
組
織
の
本
格
的
な
確
立
と
と
も
に
、
高
野

山
本
来
の
組
織
で
あ
る
金
剛
峯
寺
側
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
特
に
両
寺
諸

職
の
座
次
と
座
主
職
を
め
ぐ
る
相
論
が
相
次
い
で
発
生
し
、
長
期
間
に
わ
た

り
斬
轢
が
生
じ
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
覚
鑁
の
法
燈
は
根
来
の
地
に
移
転

し
、
後
に
根
来
に
拠
っ
た
大
伝
法
院
門
徒
の
側
で
新
義
を
打
ち
立
て
た
こ
と

に
よ
り
、
真
言
宗
は
古
義
と
新
義
に
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
。
高
野
山
大
伝
法

院
と
金
剛
峯
寺
、
或
い
は
東
寺
を
は
じ
め
と
す
る
真
言
教
団
と
の
相
論
に
関

し
て
は
、
中
野
達
恵
）
2
（

氏
や
櫛
田
良
洪
）
3
（

氏
、
及
び
波
多
野
智
人
）
4
（

氏
な
ど
の
研
究

が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
相
論
事
件
の
紹
介
や
覚
鑁
に
関
す

る
歴
史
的
な
考
察
、
或
い
は
当
時
の
寺
院
組
織
の
事
情
を
中
心
と
し
て
分
析

さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
大
伝
法
院
の
創
建
を
め
ぐ
る
本
願
鳥
羽
院
の
意
志
、
ま
た
そ
の

建
立
主
体
で
あ
る
覚
鑁
の
意
図
に
関
し
て
は
、
ま
だ
充
分
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
最
近
で
は
平
雅
行
氏
に
よ
る
、
大
伝
法
院
座
主
職
を
め
ぐ
る
紛

争
に
関
す
る
研
究
成
果
が
挙
げ
ら
れ
）
5
（

る
。
平
氏
は
、
詳
細
な
史
料
分
析
に
基

づ
き
、
大
伝
法
院
の
寺
院
組
織
が
確
立
さ
れ
て
か
ら
、
特
に
覚
鑁
の
入
滅
後

に
お
け
る
大
伝
法
院
座
主
職
の
変
遷
に
関
し
て
考
察
し
た
。
平
氏
の
指
摘
に

よ
り
、
大
伝
法
院
が
創
建
さ
れ
た
当
初
、
そ
し
て
中
世
全
体
を
通
し
て
、
王

権
と
の
深
い
関
係
性
が
高
野
山
上
に
お
け
る
変
容
の
中
心
的
な
要
因
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
権
門
体
制
形
成
過
程
の
途
上
で
成
立
し
た
大
伝
法

院
の
歴
史
像
が
更
に
明
白
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
平
氏
の
研
究
は
覚
鑁
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第
５
号

死
後
の
高
野
山
上
の
状
況
に
焦
点
を
あ
て
る
も
の
で
あ
り
、
大
伝
法
院
創
建

当
初
の
事
情
、
及
び
そ
こ
に
潜
ん
で
い
る
大
伝
法
院
の
御
願
寺
と
し
て
の
歴

史
的
意
義
へ
の
検
討
は
な
お
不
充
分
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
は
諸
資
料

の
読
解
と
分
析
を
通
し
て
、
高
野
山
大
伝
法
院
創
建
に
あ
ら
わ
れ
る
鳥
羽
院

の
宗
教
政
策
、
ま
た
覚
鑁
が
追
求
す
る
密
教
実
践
の
実
態
と
王
権
へ
の
認
識

を
検
討
す
る
。
更
に
、
そ
れ
ら
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
鳥
羽
院
政
権
の
も
と

に
復
興
さ
れ
た
伝
法
会
の
儀
礼
、
及
び
大
伝
法
院
と
い
う
宗
教
空
間
建
立
の

意
義
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
覚
鑁
の
高
野
登
山
と
伝
法
会
の
復
興

　
伝
法
会
と
は
、
仏
法
を
弘
く
伝
え
て
い
く
た
め
、
ま
た
門
徒
養
成
の
た
め

に
経
論
を
講
論
す
る
法
会
の
こ
と
で
あ
る
。
伝
法
会
の
由
来
と
衰
退
、
覚
鑁

に
よ
る
復
興
、
頼
瑜
に
至
る
ま
で
の
変
遷
に
関
し
て
は
、
栂
尾
祥
雲
氏
の

『
日
本
密
教
学
道
）
6
（
史
』
に
お
い
て
す
で
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
真
言
宗
に
お

け
る
公
的
な
伝
法
会
は
空
海
の
後
継
者
で
あ
っ
た
実
恵
に
よ
り
東
寺
に
お
い

て
行
わ
れ
た
の
が
そ
の
濫
觴
と
な
る
。
一
方
、
高
野
山
に
お
い
て
年
分
度
者

の
制
度
が
確
立
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
学
徒
を
育
成
す
る
た
め
の
組
織
が
必
要

と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
金
剛
峯
寺
第
二
世
座
主
で
あ
っ
た
真
然
僧
正
が
、
東

寺
の
伝
法
会
に
摸
し
て
高
野
山
に
お
い
て
伝
法
会
を
開
い
た
。
し
か
し
、
東

寺
と
高
野
山
の
伝
法
会
は
料
田
の
退
転
と
い
う
法
会
経
営
上
の
問
題
か
ら
、

何
れ
も
中
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
真
言
宗
の
伝
法
会
は
、
白
河
院
が

仁
和
寺
成
就
院
寛
助
の
奏
請
を
受
け
て
、
仁
和
寺
に
お
い
て
お
よ
そ
二
世
紀

を
経
て
再
興
さ
れ
た
。
こ
の
仁
和
寺
伝
法
会
は
以
後
も
継
承
さ
れ
た
。

　
覚
鑁
の
師
で
あ
る
寛
助
は
、
伝
法
会
が
長
く
中
絶
し
た
こ
と
を
歎
き
、
白

河
院
の
外
護
を
受
け
、
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
十
月
に
仁
和
寺
に
お
い
て

伝
法
会
を
復
興
し
た
。
仁
和
寺
伝
法
会
の
様
子
は
『
三
僧
記
類
聚
』
の
記
録

に
よ
る
と
、
三
十
人
の
学
衆
が
出
仕
し
、
講
師
は
著
名
な
学
僧
済
暹
に
よ

り
、
般
若
理
趣
経
が
講
じ
ら
れ
た
。
こ
の
伝
法
会
に
お
い
て
は
仁
和
寺
僧
の

ほ
か
、
白
河
院
に
親
近
す
る
人
た
ち
の
聴
聞
も
み
ら
れ
た
。
仁
和
寺
伝
法
会

が
始
行
さ
れ
た
天
仁
二
年
の
時
点
で
は
、
覚
鑁
は
南
都
に
遊
学
中
で
あ
り
、

伝
法
会
と
直
接
に
関
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
仁
和
寺
恒
例
の
行
事
と
な
り
、
し

か
も
師
で
あ
る
寛
助
が
復
興
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
覚
鑁
が
仁
和
寺
伝
法

会
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
当
然
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
寛
助
に
よ
っ

て
復
興
さ
れ
た
仁
和
寺
伝
法
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
縁
供
養
表
白
が
伝

わ
っ
て
い
）
7
（

る
。

　
　
夫
以
、
正
法
幽
玄
、
聖
理
沖
邈
也
。
不
㍾学
之
者
、
誰
開
悟
。
不
㍾崇
之

者
、
誰
継
㍾軌
乎
。
是
以
、
伝
法
会
者
、
勧
㍼学
徒
㍽而
散
㍼疑
懐
㊥
教
㍼

童
蒙
㍽而
生
㍼恵
解
⊿ 

况
、
高
才
争
㍾義
聞
㍾未
㍾聞
、
博
覚
究
理
得
未

得
。
就
中
、
自
㍼今
年
㍽者
、
分
㍼法
会
於
春
秋
㊥
配
㍼所
㍾学
於
顕
密
⊿ 

所

以
、
初
後
所
㍾修
者
、
西
天
甚
秘
之
教
、
不
㍾異
㍼龍
猛
受
職
之
古
⊿
中

間
所
㍾読
者
、
南
嶽
高
祖
之
釈
、
相
㍼

‒

似
提
婆
振
弁
之
昔
⊿
夫
、
金
剛
界

者
、
四
種
法
身
並
帝
網
、
顕
㍾形
色
㍼於
㍾九
会
㊥
五
智
大
我
瑩
㍼錠
光
㊥

示
㍾独
尊
㍼於
㍾一
印
⊿
内
証
㍼成
身
之
秘
法
㊥
自
覚
㍼聖
智
之
上
乗
㍽也
。
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又
、
十
住
心
論
者
、
朗
三
地
之
聖
者
、
判
㍼二
教
之
優
劣
㊥
抽
㍼八
宗
之

綱
要
㊥
究
㍼十
住
之
淺
深
㊥
被
㍼三
身
四
土
之
性
相
⊿
輙
可
㍾知
、
一
道

無
㍾為
無
㍾外
、
十
玄
六
相
之
施
設
。
又
可
㍾弁
、
極
無
自
性
爰
備
。

凡
、
兼
㍼

‒
学
諸
宗
㍽無
㍾煩
、
練
㍼

‒

習
余
教
㍽有
㍾便
。
昔
司
馬
子
長
之
良
吏

之
才
、
名
而
不
㍾字
。
今
伽
藍
恒
例
之
伝
法
之
勤
、
淡（
談
）顕

修
密
、
実
尋
㍼

古
往
㍽亦
来‒
求
㍼異
域
⊿
本
朝
顕
密
興
盛
之
今
頃
、
未
曽
所
㍾無
也
。
是

即
、
非
㍼紹
隆
仏
法
之
洪
基
㊥
兼
㍼又
鎮
護
国
家
之
御
願
㍽也
。
故
、
以
㍼

顕
密
練
学
之
薫
修
先
㊥
宝
暦
穏
保
、
射
山
久
守
。
然
者
、
禅
定
大
皇
、

法
印
和
尚
諸
共
、
師
資
流
㍾澄
、
調
㍼徳
海
於
万
代
㊥
相
承
句
㍾芳
、
及
㍾

末
葉
㍼於
㍾龍
花
㍽矣
。

　
右
の
表
白
で
は
、
冒
頭
か
ら
伝
法
会
の
根
本
と
な
る
目
的
が
示
さ
れ
て
い

る
。
即
ち
教
徒
を
導
き
、
疑
懐
を
解
き
、
経
論
を
議
論
す
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
そ
の
た
め
の
伝
法
会
は
年
ご
と
に
春
秋
二
回
に
分
け
て
行
う
こ
と
が

述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
内
証
成
身
之
秘
法
、
自
覚
聖
智
之
上
乗
也
」
の
言

に
よ
り
、
伝
法
会
は
真
言
密
教
の
究
極
の
教
義
で
あ
る
「
即
身
成
佛
」
を
諒

解
す
る
た
め
に
講
説
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
更
に
、
表
白
に
あ
る
「
凡
、
兼
㍼

‒

学
諸
宗
㍽無
㍾煩
、
練
㍼

‒

習
余
教
㍽有
㍾便
」

か
ら
、
こ
の
伝
法
会
は
顕
密
の
優
劣
を
論
ず
る
こ
と
に
限
ら
ず
、
顕
密
兼
学

の
性
格
も
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
後
に
「
是
即
、
非
㍼紹
隆
仏
法

之
洪
（
マ
マ
）基耶
脱
カ㊥
兼
㍼又
鎮
護
国
家
之
御
願
㍽也
。
故
、
以
㍼顕
密
練
学
之
薫
修
先
㊥

宝
暦
穏
保
、
射
山
久
守
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仁
和
寺
伝
法
会
は
国

家
安
穏
、
そ
し
て
そ
の
外
護
者
で
あ
る
白
河
院
の
長
寿
も
祈
る
も
の
で
あ
っ

た
。
以
上
の
よ
う
に
、
仁
和
寺
伝
法
会
は
、
真
言
教
学
を
復
興
し
、
経
論
を

議
論
し
て
教
徒
を
養
成
す
る
機
能
を
有
す
る
と
と
も
に
、
鎮
護
国
家
の
法

会
、
ま
た
王
権
の
頂
点
に
立
つ
白
河
院
の
宝
祚
を
祈
願
す
る
法
会
と
し
て
の

性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
が
、
覚
鑁
に
よ
っ
て
開
か
れ
た

高
野
山
伝
法
会
も
同
様
な
性
格
を
備
え
、
外
護
者
と
し
て
の
鳥
羽
院
と
密
接

に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
高
野
山
の
伝
法
会
は
真
然
以
降
、
寿
長
を
経
て
無
空
の
時
代
に
、

『
三
十
帖
策
子
』
返
還
の
問
）
8
（

題
が
絡
ん
で
、
延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）
に
無

空
は
高
野
山
衆
徒
を
率
い
て
離
山
し
た
。
そ
の
後
、
高
野
山
は
荒
廃
し
、
伝

法
会
も
中
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
約
一
世
紀
後
、
祈
親
聖
人
や
明
算

な
ど
勧
進
僧
の
尽
力
で
、
高
野
山
の
再
興
は
実
現
で
き
た
が
、
伝
法
会
の
復

興
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
高
野
山
の
再
興
事
業
が
進
む
な

か
、
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
年
一
二
月
に
、
覚
鑁
が
高
野
山
に
登
り
、
密

教
修
行
に
励
み
な
が
ら
伝
法
会
の
復
興
も
志
し
た
。
大
治
四
年
（
一
一
二

九
）
二
月
三
日
、
覚
鑁
は
伝
法
院
領
石
手
荘
の
立
荘
を
院
宣
に
よ
っ
て
承
認

さ
れ
る
よ
う
に
解
状
（「
高
野
山
沙
門
覚
鑁
解
）
9
（

状
」）
を
御
室
政
所
に
出
し

た
。
そ
の
解
状
の
な
か
に
「
件
ノ
二
会
ハ
者
、
崇
㍼重
シ
秘
密
之
智
海
㍽ヲ、
鎮
㍼

護
ス
国
家
之
法
城
㍽ヲ也
」、「
鎮
ニ
祈
㍼ル上
皇
之
遐
齢
㍽ヲ
」、「
為
ニ
延
㍼ベン
ガ
法
皇

瑤
図
ヲ
於
千
秋
㍽ニ
」
と
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
高
野
山
伝
法
会
は
鎮
護
国
家

と
法
皇
（
白
河
院
）・
上
皇
（
鳥
羽
院
）
の
長
寿
安
穏
と
い
う
祈
願
が
含
ま

れ
て
い
る
法
会
で
あ
る
と
覚
鑁
は
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
覚
鑁
は
伝
法
会
を
維
持
す
る
た
め
に
そ
の
経
済
的
な
補
助
、
或
い
は
当

（
マ
マ
）
耶
脱
カ
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時
の
権
力
者
の
支
持
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、
国
家
（
上

皇
・
院
）
の
協
力
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
解
状
が
直
接
に

院
庁
に
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
御
室
政
所
と
い
う
法
親
王
庁
の
執
政
機

関
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
も
注
目
し
た
い
。

　
覚
鑁
が
解
状
を
御
室
政
所
に
提
出
し
た
の
は
、
当
時
の
仁
和
寺
御
室
覚
法

法
親
王
が
覚
鑁
と
深
い
交
わ
り
を
有
し
て
い
る
た
め
、
彼
の
要
請
に
応
じ

て
、
院
宣
下
付
へ
最
大
限
に
尽
力
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

と
櫛
田
良
洪
氏
は
推
測
し
て
い
）
10
（

た
。
本
論
で
も
櫛
田
氏
の
推
測
に
従
う
こ
と

に
す
る
。
解
状
と
い
う
の
は
八
省
以
下
の
役
所
に
上
申
す
る
文
書
、
即
ち
個

人
が
所
属
の
役
所
や
上
位
者
に
対
し
て
上
申
す
る
文
書
の
こ
と
で
あ
る
。
歴

代
法
親
王
の
入
寺
し
た
仁
和
寺
は
院
政
期
の
真
言
密
教
を
統
括
す
る
機
能
を

有
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
仁
和
寺
の
背
後
に
は
当
時
の
権
力
者
で
あ
る
院
が

控
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
仁
和
寺
出
身
で
、
成
就
院
大
僧
正
寛
助
を

師
と
す
る
覚
鑁
は
、
覚
法
法
親
王
と
の
交
わ
り
は
と
も
か
く
、
自
ら
伝
法
院

を
仁
和
寺
の
下
に
置
き
、
御
室
と
院
の
庇
護
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
、
大

治
四
年
七
月
七
日
に
白
河
院
が
崩
御
し
た
た
め
、
こ
の
御
室
政
所
に
出
し
た

解
状
は
功
を
奏
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
治
四
年
八
月
に
鳥
羽
院
の
院
庁
に

出
し
た
「
石
手
庄
申
）
11
（
文
」
は
、
二
月
に
出
し
た
解
状
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ

で
、
石
手
庄
を
伝
法
会
の
料
田
と
し
て
「
勅
免
」
す
る
こ
と
を
上
申
し
た
の

で
あ
る
が
、
最
後
の
と
こ
ろ
に
「
奉
祈
聖
霊
之
証
道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
鳥
羽
上
皇
に
、
白
河
院
の
菩
提
を
弔
い
、
法
皇
の
「
証
道
」
を
祈
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
石
手
庄
立
荘
の
下
勅
を
再
度
「
誠
惶

誠
恐
」
し
て
鳥
羽
上
皇
に
依
頼
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
解
状
を
鳥
羽
院
庁
に

出
し
た
直
後
、
大
治
四
年
の
十
一
月
に
、
石
手
庄
の
検
注
が
行
わ
れ
、
院
宣

に
よ
っ
て
石
手
庄
が
伝
法
院
の
庄
領
と
し
て
認
め
ら
れ
、
官
物
・
雑
事
が
免

除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
四
月
八
日
に

は
、
高
野
山
に
一
間
四
面
宝
形
造
の
伝
法
堂
（
小
伝
法
院
）
が
供
養
さ
れ

た
。
そ
の
時
に
覚
鑁
が
撰
し
た
供
養
願
文
（「
伝
法
院
供
養
願
）
12
（

文
」）
に
は
、

伝
法
院
に
奉
納
し
た
各
々
の
仏
像
、
図
絵
し
た
曼
荼
羅
、
書
写
し
た
真
言
・

陀
羅
尼
、
ま
た
修
さ
れ
た
法
会
は
す
べ
て
崩
御
し
た
白
河
院
と
在
世
中
の
鳥

羽
院
の
た
め
の
作
善
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
鳥
羽
院
の

た
め
に
愛
染
明
王
法
、
尊
勝
陀
羅
尼
念
誦
が
勤
修
さ
れ
た
。

　「
高
野
山
沙
門
覚
鑁
解
状
」
と
「
石
手
庄
申
文
」
に
お
い
て
、
伝
法
会
が

鎮
護
国
家
の
た
め
に
修
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
最
初
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
白
河
院
在
世
中
に
出
さ
れ
た
解
状
に
は
、
伝
法
会
は
禅
定
法
皇

（
白
河
院
）
と
上
皇
（
鳥
羽
院
）
の
長
寿
を
祈
る
働
き
を
有
す
る
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
白
河
院
の
崩
御
に
よ
り
、
伝
法
院
の
建
立
お
よ
び
法
会
の
勤

修
は
禅
定
聖
霊
（
白
河
院
）
の
菩
提
を
弔
い
、
太
上
天
皇
（
鳥
羽
院
）
の
息

災
・
長
寿
を
祈
る
た
め
へ
と
変
化
し
た
。
覚
鑁
の
師
で
あ
る
仁
和
寺
寛
助
に

よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
仁
和
寺
伝
法
会
と
比
べ
る
と
、
両
方
と
も
真
言
教
学
の

振
興
を
目
的
と
し
な
が
ら
、
鎮
護
国
家
の
目
的
を
有
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

伝
法
院
の
供
養
願
文
に
は
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
覚
鑁
が
出
仕
し
た

伝
法
会
談
義
の
筆
）
13
（

録
よ
り
、
覚
鑁
の
伝
法
会
は
、
仁
和
寺
伝
法
会
と
同
様

に
、
真
言
密
教
の
経
論
を
講
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
三
論
や
天
台
な
ど
い
わ
ゆ
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高
野
山
大
伝
法
院
創
建
に
お
け
る
覚
鑁
と
鳥
羽
院
（
郭
）

る
顕
密
に
わ
た
る
内
容
の
議
論
も
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
よ

う
に
、
覚
鑁
が
復
興
し
た
高
野
山
伝
法
会
は
、
教
学
的
側
面
と
王
家
祈
祷
の

側
面
に
お
い
て
仁
和
寺
伝
法
会
と
共
通
し
た
性
格
を
持
つ
の
で
あ
っ
た
。

二
、
金
剛
峯
寺
と
大
伝
法
院
の
座
次
を
め
ぐ
る
相
論

　
大
治
五
年
四
月
八
日
、
院
使
を
迎
え
て
伝
法
堂
（
小
伝
法
院
）
の
供
養
が

行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
堂
宇
狭
小
・
仏
像
不
足
の
た
め
、
天
承
元
年
（
一
一

三
一
）
四
月
、
覚
鑁
は
鳥
羽
院
に
大
伝
法
院
の
建
立
を
請
う
。
そ
し
て
長
承

元
年
（
一
一
三
二
）
十
月
十
七
日
、
三
間
四
面
の
伝
法
堂
、
所
謂
大
伝
法
院

の
落
慶
供
養
が
鳥
羽
院
の
行
幸
と
と
も
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
鳥
羽
院
の
御
願

寺
と
し
て
石
手
・
弘
田
・
山
崎
・
岡
田
・
山
東
・
相
賀
・
志
富
田
、
荘
園
七

箇
所
が
下
賜
さ
れ
た
。
大
伝
法
院
の
供
養
に
関
し
て
、『
中
右
記
』
は
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
）
14
（

る
。

　
　
廿
日
、（
中
略
）
去
十
七
日
参
㍼高
野
御
所
㊥
有
㍼御
経
供
養
㊥ 
彼
山
上

﨟
僧
為
㍼御
導
師
㊥
以
㍼院
御
封
三
ケ
国
㍽被
㍾奉
㍾宣
云
々
。
又
寄
㍼附
阿

闍
梨
三
口
⊿
院
御
歩
行
、
大
殿
以
㍾輿
前
行
、
依
㍾仰
也
。
仁
和
寺
覚
法

親
王
扈
従
、
次
供‒

㍼養
新
立
御
堂
㊥
信
勝（

証
）法

橋
為
㍼御
導
師
㊥
是
一
長
者

也
。（
後
略
）

　
長
承
元
年
十
月
十
七
日
、
鳥
羽
院
の
行
幸
を
仰
ぎ
、
高
野
山
大
伝
法
院
の

落
慶
供
養
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
度
の
御
願
寺
供
養
の
導
師
を
務
め
た
の
は
信

証
で
あ
る
。
こ
の
信
証
は
覚
鑁
と
同
様
に
仁
和
寺
寛
助
の
法
流
を
継
ぐ
者
で

あ
る
。
大
伝
法
院
が
鳥
羽
院
の
御
願
寺
と
し
て
造
立
さ
れ
、
ま
た
院
の
行
幸

を
仰
い
で
公
卿
た
ち
の
参
詣
と
と
も
に
落
慶
供
養
を
遂
げ
た
こ
と
は
、
高
野

山
上
に
お
い
て
一
大
慶
事
と
い
え
る
。
他
方
、
高
野
山
の
既
存
勢
力
で
あ
る

金
剛
峯
寺
と
の
齟
齬
も
、
大
伝
法
院
の
寺
院
組
織
の
確
立
と
と
も
に
生
じ
始

め
た
の
で
あ
る
。
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
五
月
八
日
、
大
伝
法
院
・
密
厳

院
両
座
主
職
を
覚
鑁
の
門
跡
に
相
承
し
、
両
院
の
所
司
・
定
額
僧
等
が
座
主

の
補
任
す
べ
き
こ
と
を
定
め
る
太
政
官
符
が
金
剛
峯
寺
に
下
さ
れ
る
。

　
　
金
剛
峯
寺

　
　
謹
請
官
符
事

　
　
右
、
長
承
三
年
五
月
八
日
官
符
偁
。
大（
太
）政
官
牒
金
剛
峯
寺
、
応
∮以
㍼大

伝
法
院
并
密
厳
院
㍽為
㍼御
願
所
㊥
補
∫任
所
司
定
額
僧
等
㊧事
。

　
　
一
大
伝
法
院
　
座
主
一
人
、
上
座
一
人
、
寺
主
一
人
、
都
維
那
一
人
、

学
頭
二
人
（
中
略
）

　
　
一
密
厳
院
　
院
主
一
人
、
供
僧
六
人
、
聖
人
拾
五
人
、
練
行
衆
六
人
、

承
仕
六
人
、
大
炊
三
人
。

　
　
右
得
㍼院
庁
去
月
卅
日
奏
状
㍽偁
、
謹
検
㍼案
内
㊥
紀
州
高
野
山
建
㍼立
件

両
院
㊥
且
起
㍼上
皇
之
叡
慮
㊥
且
依
㍼覚
鑁
勧
進
㍽也
。（
中
略
）
注
㍼其

員
数
㊥
而
為
㍼恒
例
⊿
二
百
余
僧
中
、
有
㍼其
闕
㍽之
時
、
座
主
択
㍼法

器
㊥
欲
㍾令
㍼定
補
㊥
於
㍼座
主
職
㍽者
、
覚
鑁
門
跡
之
中
、
以
㍼住
山
不

退
弘
法
利
生
之
者
㊥
師
資
相
承
、
次
第
譲
補
。
密
厳
院
事
、
同
以
知

行
、
名
雖
㍼両
院
㊥
実
是
一
門
之
故
也
。
当
時
不
㍾申
㍼官
符
㊥
後
代
恐

乱
㍼院
務
⊿
望
請
、
因
㍼准
先
例
㊥
以
㍼件
両
院
㍽為
㍼御
願
㊥
永
賜
㍼官
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符
㊥
補
㍼任
所
司
并
定
額
等
⊿（
後
略
）

　
右
の
資
料
は
、
金
剛
峯
寺
が
長
承
三
年
の
太
政
官
牒
を
改
め
て
請
う
際
に

作
っ
た
「
請
官
符
）
15
（
状
」
で
あ
る
。
こ
の
「
請
官
符
状
」
に
よ
る
と
、
長
承
三

年
の
太
政
官
符
で
は
、
大
伝
法
院
の
寺
院
組
織
が
公
的
に
確
立
さ
れ
、
ま
た

大
伝
法
院
と
密
厳
院
の
座
主
職
は
覚
鑁
の
門
跡
よ
り
選
び
、
そ
の
補
任
権
は

大
伝
法
院
座
主
に
あ
る
。
即
ち
、
大
伝
法
院
は
長
承
元
年
に
落
慶
供
養
が
行

わ
れ
た
が
、
寺
院
と
し
て
の
組
織
は
長
承
三
年
に
至
っ
て
は
じ
め
て
確
立
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
大
伝
法
院
は
金
剛
峯
寺
の
末
寺
か
ら
独
立
し
た
こ
と

と
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、
大
伝
法
院
の
諸
職
設
定
に
関
す
る
太
政
官
符
は
大

伝
法
院
に
下
る
も
の
で
は
な
く
、
金
剛
峯
寺
に
宛
て
下
さ
れ
る
こ
と
が
も
と

の
本
寺
末
寺
関
係
を
証
左
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
高

野
山
上
に
お
い
て
大
伝
法
院
が
建
立
さ
れ
る
以
前
は
、
金
剛
峯
寺
が
一
山
を

知
行
し
て
い
た
。
こ
の
度
の
大
伝
法
院
と
密
厳
院
の
寺
院
組
織
、
及
び
補
任

権
の
確
立
は
、
そ
の
既
得
権
を
侵
す
も
の
と
し
て
金
剛
峯
寺
側
の
不
満
を
招

き
、
座
次
問
題
な
ど
を
め
ぐ
る
一
連
の
相
論
が
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。
長
承

三
年
六
月
十
九
日
、
金
剛
峯
寺
の
山
籠
・
入
寺
等
が
連
署
起
請
し
、
大
伝
法

院
に
座
次
を
超
越
さ
れ
た
こ
と
を
金
剛
峯
寺
座
主
・
東
寺
長
者
定
海
に
愁
訴

し
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
三
十
帖
策
子
』
返
還
の
問
題
で
、
無
空
と

高
野
山
衆
徒
が
離
山
し
た
こ
と
で
高
野
山
が
一
時
期
荒
廃
し
、
そ
の
後
に
再

興
が
果
た
さ
れ
た
が
、
金
剛
峯
寺
は
東
寺
の
管
理
下
に
属
し
、
東
寺
一
長
者

420
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表
１
　
座
次
を
め
ぐ
る
相
論

長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
十
月

高
野
山
大
伝
法
院
落
慶
供
養
。

『
中
右
記
』

長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
五
月

大
伝
法
院
・
密
厳
院
両
寺
座
主
職
を
覚
鑁
の
門
跡
に
相
承
し
、
両
院
の
所
司
・
定
額
僧
等
が

座
主
の
補
任
す
べ
き
こ
と
を
定
め
る
太
政
官
符
が
下
さ
れ
る
。

「
金
剛
峯
寺
住
僧
等
訴
申
座
席
非
理
事
」（『
根
来
要
書
』）

長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
六
月

金
剛
峯
寺
の
山
籠
・
入
寺
等
、
連
署
起
請
し
、
大
伝
法
院
に
座
次
の
超
越
さ
れ
る
こ
と
を
金

剛
峯
寺
座
主
・
東
寺
長
者
定
海
に
愁
訴
す
る
。

「
金
剛
峯
寺
山
籠
入
寺
三
昧
衆
等
謹
解
申
請
長
者
法
印
御

房
政
所
裁
事
」（『
根
来
要
書
』）

長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
八
月

金
剛
峰
寺
衆
徒
が
訴
え
た
座
席
の
超
越
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
そ
の
非
理
を
強
く
批
判
す
る

院
宣
が
下
さ
れ
る
。

「
金
剛
峯
寺
謹
請
官
符
事
」（『
根
来
要
書
』）

長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
八
月

金
剛
峯
寺
検
校
良
禅
以
下
の
金
剛
峯
寺
方
衆
徒
等
、
高
野
山
を
離
山
し
、
山
下
の
天
野
社
に

寄
住
す
る
。

「
兼
賢
阿
闍
梨
怠
状
」（『
根
来
要
書
』）

長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
九
月

離
山
し
た
金
剛
峯
寺
の
衆
徒
の
帰
山
を
促
し
、
大
伝
法
院
に
濫
吹
を
続
け
る
凶
徒
の
僧
名
を

削
り
、
帰
山
を
許
さ
ず
と
い
う
治
罰
の
院
宣
が
下
さ
れ
る
。

「
凶
徒
治
罰
院
宣
」（『
根
来
要
書
』）

長
承
四
年
（
一
一
三
五
）
一
月

覚
鑁
、
密
厳
院
に
籠
居
し
、
無
言
行
を
始
め
る
。

「
祉 

上
人
事
」



高
野
山
大
伝
法
院
創
建
に
お
け
る
覚
鑁
と
鳥
羽
院
（
郭
）

が
金
剛
峯
寺
の
座
主
を
兼
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
も

と
に
、
金
剛
峯
寺
か
ら
の
大
伝
法
院
に
対
す
る
非
難
の
訴
え
が
東
寺
長
者
の

と
こ
ろ
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
、
金
剛
峯
寺
が
東
寺
長
者

定
海
に
提
出
し
た
の
は
次
の
解
）
16
（

状
で
あ
る
。

　
　
金
剛
峯
寺
山
籠
入
寺
三
昧
衆
等
謹
解
申
請
長
者
法
印
御
房
政
所
裁
事

　
　
言
上
二
箇
条

　
一
請
∮特
蒙
㍼恩
裁
㊥
停
㍼止
両
寺
交
座
㍽⊿ 

伝
法
院
山
籠
入
寺
、
不
㍾被
㍾書
㍼

本
寺
交
衆
一
烈（
列
）札

㍽子
細
愁
状
。

　
　
右
、
謹
検
㍼案
内
㊥
金
剛
峯
寺
者
、
大
師
帰
朝
後
、
弘
仁
年
中
之
比
、

猒
㍼世
俗
之
囂
塵
㊥
尋
㍼禅
定
之
霊
窟
㊥
依
㍼山
王
之
告
㊥
攀
㍼南
山
之

嶺
㊥
点
㍼座
禅
入
定
之
処
㍽之
間
、
重
賜
㍼官
符
㍽（
中
略
）
彼
伝
法
院

者
、
覚
鑁
上
人
之
勧
進
、
太
上
天
皇
創
造
先
畢
。
是
以
申
㍼下
別
院
官

符
㊥
始
為
㍼末
寺
座
主
㍽、 

恣
㍼本
寺
事
務
㊥
山
内
執
行
、
将
㍼是
東
寺
一

同
之
歎
、
門
弟
一
相
之
愁
㍽也
。
而
則
両
寺
交
衆
札
為
㍼各
別
㊥
共
祈
㍼

皇
帝
万
歳
之
春
秋
㊥
若
猶
有
㍼交
座
㍽者
、
崇
㍾末
廃
㍾本
、
夫
於
㍼本
寺
㍽

者
、
勤
㍼寺
役
㍽者
、
如
㍼鱗
角
㊥
訪
㍼法
水
㍽似
㍼優
曇
㊥
閉
㍼精
舎
戸
㊥

出
入
無
㍾人
、
伽
藍
荒
廃
、
入
㍾堂
既
冷
。
倩
思
㍼伽
藍
之
凌
遅
㊥
落
涙

百
千
行
。
案
㍼本
寺
之
破
滅
㊥
悲
泣
千
万
度
、
所
以
者
何
、
以
㍼弱
少
之

輩
㊥
為
㍼山
籠
㊥
以
㍼幼
稚
之
類
㊥
為
㍼入
寺
㊥
故
被
㍼超
越
㍽之
老
僧
、

懐
㍼愁
歎
㍽隠
居
。（
中
略
）

　
一
請
∮特
蒙
㍼広
恩
裁
断
㊥
為
㍼覚
鑁
上
人
㊥
制
㍼止
本
寺
入
堂
寺
役
㊥
永

断
∫絶
仏
事
不
案
㊧愁
状
。
右
、
覚
鑁
上
人
伝
法
院
、
補
㍼任
山
籠
入
寺
㍽

之
剋
、
雖
㍾被
㍾申
∮可
㍾書
㍼本
寺
山
籠
入
寺
上
㍽之
由
㊤
依
㍾無
㍼本
家

仰
㊥
不
㍼承
引
㍽之
間
成
㍾瞋
、
被
懸
㍼彼
末
寺
之
輩
㊥
悉
停
㍼本
寺
夏
中

寺
役
㍽之
条
、
頗
未
曽
有
事
也
者
。
停
㍼止
両
寺
兼
官
㊥ 

各
専
㍼一
寺
之

勤
㊥
不
㍾断
㍼絶
仏
事
⊿
夫
於
㍼末
寺
㍽者
、
味
道
之
客
、
自
㍾西
自
㍾東
雲

集
、
求
法
之
賓
、
于
㍾朝
于
㍾夕
星
繁
、
或
以
㍼南
北
二
京
客
僧
㍽為
㍼修

学
㊥
或
以
㍼七
大
諸
寺
之
浪
人
㍽為
㍼供
僧
㊥
加
㍾之
以
㍼瑜
伽
唯
識
㊥
横

談
㍼内
証
教
㊥
以
㍼中
観
智
論
㊥
恣
汙
㍼法
身
之
法
⊿ （
後
略
）

　
金
剛
峯
寺
に
対
し
て
、
大
伝
法
院
は
あ
く
ま
で
末
寺
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、
金
剛
峯
寺
と
大
伝
法
院
と
の
「
両
寺
交
座
」
と
「
両
寺
兼
官
」
を
停
止

す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
即
ち
、
高
野
山
上
に
お
い
て
大
伝
法
院
が
金
剛

峯
寺
と
対
等
な
独
立
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
も
と
も
と
末
寺
と
し
て
の
大
伝
法
院
（「
申
㍼下
別
院
官
符
㊥
始

為
㍼末
寺
座
主
㍽」）
が
、
両
寺
交
座
す
れ
ば
末
寺
が
崇
め
ら
れ
、
本
寺
が
蔑

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
（「
若
猶
有
㍼交
座
㍽者
、
崇
㍾末
廃
㍾本
」）
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
末
寺
で
あ
る
大
伝
法
院
の
若
い
僧
を
山
籠
・
入

寺
に
任
命
す
れ
ば
、
超
越
さ
れ
た
本
寺
金
剛
峯
寺
の
老
僧
た
ち
が
限
り
な
く

悲
し
み
、
隠
居
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
更
に
、
金
剛

峯
寺
側
は
「
夫
於
㍼末
寺
㍽者
、
味
道
之
客
、
自
㍾西
自
㍾東
雲
集
、
求
法
之

賓
、
于
㍾朝
于
㍾夕
星
繁
、
或
以
㍼南
北
二
京
客
僧
㍽為
㍼修
学
㊥
或
以
㍼七
大
諸

寺
之
浪
人
㍽為
㍼供
僧
㊥
加
㍾之
以
㍼瑜
伽
唯
識
㊥
横
談
㍼内
証
教
㊥
以
㍼中
観
智

論
㊥
恣
汙
㍼法
身
之
法
⊿」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
伝
法
院
に
属
す
る
僧
侶
た
ち

の
身
分
や
修
学
の
内
容
な
ど
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
覚
鑁
を
は
じ
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名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
論
集 

第
５
号

め
と
す
る
大
伝
法
院
の
僧
侶
た
ち
は
、
も
と
か
ら
聖
人
集
団
に
属
す
る
者
が

多
く
、
太
政
官
符
の
下
勅
に
よ
り
は
じ
め
て
公
職
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
加
え
て
、
伝
法
会
に
講
じ
ら
れ
る
内
容
は
真
言
密
教
に
限
ら
ず
、
顕
密

両
方
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
代
に
復
興
さ
れ
た
仁
和
寺

伝
法
会
が
す
で
に
そ
の
先
例
と
な
り
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
は
、
ほ
ぼ
金
剛

峯
寺
側
が
大
伝
法
院
を
非
難
す
る
た
め
の
一
方
的
な
理
屈
と
し
て
あ
げ
た
も

の
で
あ
る
。
で
は
そ
れ
に
対
し
て
、
鳥
羽
院
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る

の
か
次
の
「
長
承
三
年
院
）
17
（

宣
」
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

　
　
金
剛
峯
寺
住
僧
等
訴
申
座
席
非
理
事

　
　
右
、
被
㍼院
宣
㍽云
、
建
㍼立
伝
法
院
㊥
申
㍼寄
御
願
寺
㊥
定
㍼置
座
主
以

下
職
㊥
是
彼
寺
仏
事
弥
為
㍼繁
昌
㊥
此
院
行
法
不
㍾可
㍼断
絶
㍽之
故
也
。

而
凶
徒
之
輩
、
狼
戻
之
甚
、
偏
背
㍼官
符
之
旨
㊥
忽
成
㍼座
席
之
相
論
㊥

頻
称
㍼衆
徒
㍽猥
企
㍼騒
動
㍽云
々
。
啻
匪
㍾違
㍼大
師
之
遺
教
㊥
既
不
㍾憚
㍼

上
皇
之
叡
旨
㊥
冥
顕
之
謎
豈
以
遁
乎
。
山
籠
入
寺
不
㍾依
㍼□（
年
）労

⊿
相
㍼

分
座
次
㊥
各
守
㍼等
差
㊥
敢
不
㍾交
㍾座
。
仍
寺
家
以
㍼下
﨟
㍽仕
㍼山
籠
㊥

以
㍼上
﨟
㍽補
㍼入
寺
㍽云
々
。
当
山
之
習
、
未
㍾及
㍼執
論
㊥
被
㍾降
㍼鳳

衡（
マ
マ
）㍽之

日
、
何
成
㍼梟
悪
之
思
㍽乎
。
何
況
以
㍼智
恵
㍽必
為
㍾先
、
以
㍼

年
﨟
㍽未
㍾為
㍾先
。
令
㍾励
㍼修
学
㊥
与
㍾致
㍼濫
行
㊥
何
理
何
非
能
可
㍼

思
量
㍽欤
。
以
㍼経
王
之
説
㊥
譬
㍼天
子
之
勅
㊥
背
㍾之
者
五
逆
也
。
軽
㍾

之
者
重
罪
也
。
早
以
㍼官
符
㍽山
籠
入
寺
等
、
可
㍾令
㍾烈（
列
）

㍼同
官
座
上
㊥

永
為
㍼流
例
㊥
敢
莫
㍼違
失
⊿（
中
略
）

　
　
追
伸

　
　
此
趣
遣
㍼仰
長
者
許
㍽畢
、
謹
言
。

　
金
剛
峯
寺
衆
徒
の
反
発
に
対
し
、
鳥
羽
院
が
大
伝
法
院
の
御
願
寺
と
し
て

の
権
威
を
証
明
す
る
院
宣
を
下
し
た
。
院
宣
に
お
い
て
、
建
立
さ
れ
た
大
伝

法
院
は
御
願
寺
で
あ
る
こ
と
が
最
初
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
御
願
寺

と
し
て
の
大
伝
法
院
に
お
い
て
諸
職
を
定
め
る
の
は
、
支
障
な
く
王
家
の
仏

事
法
会
を
修
さ
せ
る
た
め
だ
と
説
か
れ
る
。
ま
た
、
寺
院
の
諸
識
の
補
任
に

お
い
て
、
必
ず
し
も
年
﨟
に
従
う
も
の
で
は
な
く
、「
智
恵
」
を
優
先
す
る

こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
更
に
、
院
宣
に
お
い
て
、
高
野
山
に
お
け
る
座
主
職

を
め
ぐ
る
金
剛
峯
寺
側
の
相
論
は
、
祖
師
空
海
の
意
志
と
鳥
羽
院
の
仰
せ
に

背
く
も
の
と
し
て
強
く
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
院
宣
の
最
後
に
、
金
剛

峯
寺
の
座
主
を
兼
務
す
る
東
寺
長
者
の
も
と
に
も
同
じ
旨
を
伝
え
る
よ
う
と

示
し
、
金
剛
峯
寺
の
衆
徒
の
み
な
ら
ず
、
管
轄
側
の
東
寺
へ
の
誡
め
も
読
み

取
れ
る
の
だ
。
そ
の
後
、
金
剛
峯
寺
側
と
鳥
羽
院
の
間
に
、
相
論
に
関
す
る

文
書
の
往
来
が
何
通
か
見
ら
れ
る
が
、
長
承
三
年
の
相
論
の
結
果
は
、
同
年

九
月
二
一
日
、
離
山
し
た
金
剛
峯
寺
の
衆
徒
の
帰
山
を
促
し
、
大
伝
法
院
に

濫
吹
を
続
け
る
凶
徒
の
僧
名
を
削
り
、
帰
山
を
許
さ
な
い
と
い
う
治
罰
の
院

宣
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

三
、
座
主
職
を
め
ぐ
る
相
論

　
長
承
三
年
五
月
に
下
さ
れ
た
大
伝
法
院
、
並
び
密
厳
院
の
諸
職
決
定
の
院

宣
に
続
き
、
長
承
三
年
閏
十
二
月
二
五
日
に
大
伝
法
院
座
主
が
金
剛
峯
寺
座
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高
野
山
大
伝
法
院
創
建
に
お
け
る
覚
鑁
と
鳥
羽
院
（
郭
）

主
職
を
兼
摂
し
、
満
山
を
知
行
す
る
と
い
う
新
た
な
院
宣
が
下
勅
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
東
寺
長
者
で
あ
る
定
海
の
金
剛
峯
寺
座
主
職
を
停
め
、
覚
鑁
を

座
主
に
補
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
承
四
年
（
一
一
三
五
）
一

月
一
日
、
覚
鑁
は
密
厳
院
に
籠
居
し
、
無
言
）
18
（

行
を
始
め
、
加
え
て
同
年
二
月
、

覚
鑁
は
大
伝
法
院
・
金
剛
峯
寺
両
寺
座
主
職
を
真
誉
に
譲
っ
た
の
で
あ
る
。

　
覚
鑁
の
密
厳
院
に
お
け
る
無
言
行
が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
修
行
で
あ

る
か
を
詳
し
く
示
す
資
料
は
な
い
が
、
覚
鑁
の
弟
子
で
あ
る
兼
海
は
そ
の
時

の
事
情
を
伝
え
る
「
祉 

上
人
）
19
（

事
」
を
記
し
た
。

　
　
長
承
四乙

卯
歳
是
御
入
定
之
歳

年
正
月
一
日
、
於
㍼密
厳
院
上
院
㍽捨
㍼縁
務
㍽始
㍼無
言
⊿ 

我
大

師
籠
居
、
但
三
月
廿
一
日
已
前
者
、
是
令
㍾調
㍼座
禅
縁
具
㍽之
間
也
。

三
月
廿
一
日
、
固
不
㍾通
㍼一
切
㊥
偏
修
㍼即
身
成
仏
之
密
行
㊥ 

常
随
給

事
ノ
人
、
龍
玄
并
兼
海
也
。
一
向
志
㍼求
自
師
成
仏
㊥
諸
有
万
善
悉
ク
廻

向
、
但
於
㍼此
廻
向
之
願
㍽者
、 同
心
之
人
、 其
数
甚
多
、

証
印
禅
師
以
㍼其
首
㊥
偏
猒
㍼囂
塵
㍽欣
㍼師
道
㍽

（
中
略
）
其
間
両
度
雖
㍾有
㍼院

宣
㊥
不
㍾申
㍼通
之
⊿
保
延
五
年
、
春
、
凶
徒
成
㍼怨
嫉
㍽云
、
上
人
既
逝

去
、
而
弟
子
僧
兼
海
等
、
妄
構
㍼在
生
之
由
㍽也
云
々
。
既
弘
㍼此
ノ
由

於
天
下
㊥
号
㍾為
㍾見
㍾顔
、
廻
㍼殺
害
之
謀
⊿
頻
発
㍼大
衆
㊥
擬
㍼乱
入
⊿

禅
徒
依
㍼涅
槃
経
ノ
説
㊥
昼
夜
加
㍼守
護
㍽ 

但
不
㍾持
㍼

刀
杖
等
㍽

。
月
積
力
尽
、
造
㍼愁

状
㍽而
入
、
爰
大
悲
不
㍾捨
㍼禅
徒
㊥
赴
㍼興
法
利
生
之
門
⊿
同
二
月
十
六
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表
２
　
座
主
職
を
め
ぐ
る
相
論

長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
閏
十
二
月

院
宣
に
よ
り
、
大
伝
法
院
座
主
に
金
剛
峯
寺
座
主
職
を
兼
摂
し
、
満
山
を
治
行
す
る
。
そ
の

た
め
、
東
寺
長
者
で
あ
る
定
海
の
金
剛
峯
寺
座
主
職
を
停
め
、
覚
鑁
を
補
任
す
る
。

「
両
寺
一
味
奏
状
」（『
根
来
要
書
』）

長
承
四
年
（
一
一
三
五
）
一
月

覚
鑁
、
密
厳
院
で
無
言
行
を
始
め
る
。

「
祉 

上
人
事
」

長
承
四
年
（
一
一
三
五
）
二
月

覚
鑁
、
大
伝
法
院
・
金
剛
峯
寺
両
寺
座
主
職
を
真
誉
に
譲
る
。

「
以
座
主
職
譲
真
誉
阿
闍
梨
」（『
根
来
要
書
』）

保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
三
月

東
寺
僧
綱
十
七
人
、
阿
闍
梨
八
十
三
人
等
、
連
名
し
て
真
誉
の
金
剛
峯
寺
座
主
に
補
さ
れ
る

こ
と
を
訴
え
る
。

「
金
剛
峯
寺
検
校
執
行
補
任
次
第
」

保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
五
月

定
海
、
覚
鑁
の
妨
碍
を
も
っ
て
東
寺
長
者
な
ら
び
に
法
務
を
辞
す
。

「
東
寺
長
者
補
任
」「
醍
醐
寺
座
主
次
第
」

保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
六
月

東
寺
僧
徒
の
訴
え
に
よ
り
、
真
誉
の
金
剛
峯
寺
座
主
職
を
停
め
、
定
海
を
東
寺
長
者
・
金
剛

峯
寺
座
主
に
還
補
し
、
真
誉
を
金
剛
峯
寺
検
校
と
す
る
。

「
東
寺
長
者
補
任
」「
醍
醐
寺
座
主
次
第
」「
金
剛
峯

寺
検
校
執
行
補
任
次
第
」

保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
六
月

金
剛
峯
寺
方
・
大
伝
法
院
方
衆
徒
等
、
一
味
和
合
し
て
高
野
住
山
の
者
を
座
主
と
し
、
東
寺

の
横
妨
を
停
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

「
両
寺
一
味
奏
状
」（『
根
来
要
書
』）

保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
十
一
月

無
言
行
中
の
覚
鑁
は
、
鳥
羽
院
に
五
箇
条
の
注
文
を
進
め
、
高
野
山
上
の
あ
る
べ
き
状
況
を

院
に
言
上
す
る
。

「
本
願
上
人
五
箇
条
注
文
」（『
根
来
要
書
』）
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日
、
以
㍼自
筆
書
状
㊥
奏
㍼覧
仙
院
⊿
勅
詞
云
、
数
輩
僧
綱
奏
㍼上
人
逝

去
之
由
㊥
歎
思
召
事
無
㍾極
之
間
、
有
㍼自
筆
書
状
㊥
悦
思
召
無
㍾限
。

四
月
二
日
結
㍼願
無
言
㊥
始
出
㍼法
音
⊿
演
㍼真
言
秘
奥
深
義
㊥
聴
衆
数

百
、
悉
流
㍼随
喜
之
涙
⊿

　
長
承
四
年
正
月
一
日
よ
り
、
覚
鑁
は
俗
務
を
停
止
し
、
三
月
二
一
日
ま
で

は
、
座
禅
の
法
具
を
準
備
し
た
。
二
一
日
以
降
は
、
外
の
一
切
を
通
じ
ず
に

即
身
成
仏
の
修
行
に
専
念
し
、
給
仕
と
し
て
弟
子
の
龍
玄
と
兼
海
だ
け
を
傍

に
置
い
た
。
兼
海
の
記
事
に
よ
る
と
、
長
い
期
間
に
わ
た
る
覚
鑁
の
無
言
行

は
完
全
に
外
部
と
遮
断
し
た
状
態
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
高
野
山
上

に
流
さ
れ
た
覚
鑁
が
死
去
し
た
と
い
う
風
説
に
対
し
て
、
兼
海
の
勧
め
に
よ

り
覚
鑁
自
ら
手
書
を
鳥
羽
院
に
捧
げ
、
そ
し
て
鳥
羽
院
よ
り
勅
詞
が
下
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
覚
鑁
が
密
厳
院
で
修
し
た
無
言
行
に
関
し
て
、
金

剛
峯
寺
側
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
を
次
の
資
料
か
ら
見
て
い
き

た
い
。

　
　
改
年
之
後
、
何
等
事
候
覧
。
抑
乍
㍾恐
令
㍼言
上
㍽候
処
者
、
近
来
上
人

御
房
籠
居
之
剋
、
懺
㍼悔
彼
罪
㊥
為
㍼成
不
成
後
悔
㊥
令
㍾進
㍼此
起
請

等
㍽候
也
。
以
㍼此
由
㍽可
㍾然
様
上
人
御
房
可
∮令
㍼洩
申
㍽御
㊧也
。
就
㍾

中
停
㍼他
行
㊥
自
㍼昨
日
㍽所
作
始
候
処
也
。
此
非
㍾他
、
後
世
菩
提
料

也
。
委
旨
殊
参
可
㍾令
㍾申
候
之
状
如
㍾件
、
謹
言
。

　
　
　
　
　
　
正
月
九
日 

僧
宗
賢
申
文

　
　
同
怠
状

　
　
宗
賢
謹
言
、
夫
道
自
不
㍾弘
、
因
㍼行
願
之
信
解
⊿
教
独
不
㍾盛
、
尚
待
㍼

人
法
之
紹
隆
⊿
仏
法
之
繁
昌
、
只
任
㍼住
持
之
力
㍽者
也
。
爰
上
人
御
房

者
、
為
㍼釈
門
之
石
柱
㊥
志
深
㍼利
生
㊥
為
㍼禅
林
之
花
実
㍽。
誓
在
㍼興

法
㊥
既
建
㍼伝
法
之
精
舎
㊥
遂
㍼素
懐
於
二
会
之
法
莛
⊿
更
移
㍼密
厳
之

道
場
㊥
顕
㍼成
仏
於
八
葉
之
花
台
⊿ 

以
㍾之
思
㍾之
、
青
龍
和
尚
再
疑
㍾

入
㍼於
室
中
㊥
高
祖
大
師
重
思
㍾交
㍼於
門
跡
⊿
依
㍾之
一
言
不
㍾背
㍾命
、

万
事
随
㍾意
、
兼
又
尋
㍼求
真
言
秘
書
大
師
御
作
㍽可
㍾令
㍼進
覧
㍽也
。
若

背
㍼此
旨
㍽者
、
可
㍾蒙
㍼大
師
大
明
神
罰
㊥
捧
㍼此
誓
扎
㍽者
、
親
受
㍼一

言
㊥
欲
㍾無
㍼後
悔
㊥
恐
々
謹
言
。

　
　
　
　
　
長
承
四
年
三
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
宗
賢

 

「
宗
賢
消
）
20
（
息
」

　
右
の
二
つ
の
消
息
は
、
覚
鑁
が
密
厳
院
籠
居
中
に
宗
賢
が
覚
鑁
に
出
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
宗
賢
は
長
承
三
年
六
月
の
金
剛
峯
寺
と
大
伝
法
院
の
相

論
の
際
に
、
大
伝
法
院
側
に
反
抗
的
な
態
度
を
表
明
し
た
金
剛
峯
寺
の
山
籠

で
あ
）
21
（

る
。
し
か
し
、
長
承
四
年
正
月
九
日
に
、
宗
賢
は
自
ら
覚
鑁
に
消
息
を

送
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
宗
賢
が
覚
鑁
が
籠
居
に
入
る
こ
と
を
聞
い
て
、
覚

鑁
を
誹
謗
し
た
こ
と
を
懺
悔
し
、
起
請
文
を
進
め
た
と
述
べ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
同
年
の
三
月
十
日
、
宗
賢
は
真
言
の
秘
書
を
捧
げ
る
際
に
、
覚

鑁
に
怠
状
を
出
し
た
。
そ
の
怠
状
に
お
い
て
覚
鑁
が
密
厳
院
に
籠
居
す
る
こ

と
が
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
更
に
、
同
年
三
月
二
六
日
、
宗
賢
は
覚
鑁
の

修
行
を
助
成
す
る
た
め
に
自
ら
「
助
師
成
仏
頌
」
を
書
い
）
22
（

た
。
覚
鑁
が
密
厳

院
に
お
い
て
籠
居
し
て
無
言
行
を
修
す
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
に
よ

る
も
の
か
を
示
す
資
料
は
ほ
ぼ
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
覚
鑁
自
ら
の
密
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高
野
山
大
伝
法
院
創
建
に
お
け
る
覚
鑁
と
鳥
羽
院
（
郭
）

教
修
行
成
就
の
た
め
、
或
い
は
宗
教
者
と
し
て
年
来
の
素
願
で
あ
る
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
行
動
自
体
が
覚
鑁
の
周
辺
に
大
い
に
影
響
を
及
ぼ

し
た
こ
と
は
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
確
実
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
覚
鑁
が
真
誉

に
座
主
職
を
譲
る
時
に
書
い
た
「
以
座
主
職
譲
真
誉
阿
）
23
（

梨
」
に
お
い
て
、
す

で
に
自
ら
の
志
願
を
表
明
し
て
い
た
。

　
　
長四
月
廿
七
日
改
元
保
延

承
四
年
乙卯
二
月
日
、
覚
鑁
上
人
、
以
㍼座
主
職
㍽譲
㍼持
明
院
阿
闍
梨
㍽

挙
状
云
、
真
可
㍾令
∮以
㍼阿
闍
梨
真
誉
㍽為
㍼金
剛
峯
寺
大
伝
法
院
両
御

願
寺
座
主
職
㍽知
∫行
満
山
㊧事

　
　
右
、
太
上
天
皇
殊
廻
㍼叡
慮
㊥
以
㍼件
両
御
願
寺
㊥
永
所
㍾賜
㍼覚
鑁
㍽

也
。
官
符
院
宣
其
旨
明
白
。
仍
今
以
㍼此
職
㊥
譲
㍼補
彼
人
㊥
知
㍼行
満

山
㊥
紹
㍼隆
三
宝
⊿
抑
覚
鑁
偏
住
㍼成
仏
利
生
之
心
㊥
深
発
㍼求
道
弘
法

之
願
⊿
大
師
垂
㍼冥
助
㊥
上
皇
致
㍼随
喜
⊿
究
以
㍼灌
頂
之
源
流
㊥
興
以
㍼

真
言
之
奥
旨
⊿
出
㍼入
皇
家
臣
家
㊥
遊
㍼暦（
歴
）
自
門
他
門
㊥
面
談
説
㍼密

教
㊥
遥
超
㍼顕
教
⊿
且
称
㍼揚
大
師
㍽独
過
㍼他
師
⊿
貴
賤
聞
人
悉
以
信

仰
。
緇
素
対
者
無
㍾敢
㍼難
詰
⊿
況
後（
復
）専

凝
㍼上
皇
丹
誠
㍽忽
果
㍼大
師
素

懐
㊥
建
㍼立
伝
法
一
院
㍽興
㍼隆
秘
教
二
会
⊿
（
中
略
）
長
承
三
年
官
符

云
、
得
㍼院
庁
奏
状
㍽偁
、
二
百
餘
僧
中
有
㍼其
闕
㍽之
時
、
座
主
択
㍼法

器
㍽欲
㍾令
㍾定
㍼補
之
⊿
於
㍼座
主
職
㍽者
、 覚
鑁
門
跡
中
、 以
㍼住
山
不
退

弘
法
利
生
之
者
㊥ 

師
資
相
承
次
第
譲
補 

云
々
。
同
年
綸
言
云
、
可
∮永

以
㍼大
伝
法
院
座
主
㊥
即
為
金
剛
峯
寺
座
主
㊥
令
㍾知
㍼行
満
山
㍽事
。

被
㍼院
宣
㍽偁
、 

自
令
以
後
永
以
㍼件
院
座
主
㊥
即
為
㍼彼
寺
座
主
㊥
可
㍾

令
∮検
㍼校
一
山
㍽知
∫行
満
山
∵ 

仍
供
僧
所
司
等
中
有
㍼其
闕
㍽之
時
、
座

主
択
㍾器
、
可
㍾令
㍼定
補
㊥ 

満
山
諸
徳
宜
承
知
、 

敢
不
㍾可
㍼違
失
㍽者
。

今
真
闍
梨
者
、 

是
小
僧
之
大
師
也
。
而
成
仏
願
尤
深
、 

求
法
者
無
㍾止
。

因
㍾茲
覚
鑁
更
授
㍼秘
密
灌
頂
之
印
壐
㊥
屡
伝
㍼真
言
実
教
之
宗
義
⊿
加
㍾

之
同
㍼志
於
祖
師
之
弘
誓
㊥
一
㍼契
於
弟
子
之
大
願
⊿
仍
殊
所
㍼譲
付
㍽

也
。（
後
略
）

　「
以
座
主
職
譲
真
誉
阿
闍
梨
」
に
お
い
て
、
覚
鑁
は
大
伝
法
院
建
立
の
経

緯
と
自
ら
の
修
行
の
志
を
述
べ
た
後
に
、
長
承
三
年
の
官
符
と
同
年
の
綸
旨

を
援
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
長
承
三
年
の
官
符
と
綸
旨
で
は
、
大
伝
法
院
の

座
主
職
が
覚
鑁
門
跡
よ
り
、「
住
山
不
退
、
仏（
弘
）法

利
生
」
の
者
を
選
び
、
そ

し
て
そ
の
補
任
権
は
大
伝
法
院
の
座
主
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
更
に
、

大
伝
法
院
の
座
主
は
金
剛
峯
寺
の
座
主
を
兼
任
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
組
織
の
更
迭
に
よ
っ
て
、
金
剛
峯
寺
は
東
寺
長
者
の
管
理
か
ら
離

れ
、
大
伝
法
院
の
末
寺
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
、
高
野
山
全
体
に
対
し
、

鳥
羽
院
の
御
願
寺
で
あ
る
大
伝
法
院
が
一
山
知
行
の
頂
点
と
な
っ
た
。
そ
れ

は
あ
る
意
味
、
高
野
山
の
一
山
と
し
て
の
体
制
が
鳥
羽
院
の
政
策
の
も
と
で

整
え
ら
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
覚
鑁
は
両
寺

座
主
に
補
任
さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
一
ケ
月
後
に
、
座
主
職
を
真
誉
に
譲
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
兼
海
の
「
祉
上
人
事
」
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
覚
鑁
は

無
言
行
を
修
し
始
め
、
俗
務
よ
り
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
だ

ろ
う
。「
以
座
主
職
譲
真
誉
阿
闍
梨
」
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
覚

鑁
に
と
っ
て
一
番
切
実
な
希
求
は
自
ら
の
成
仏
と
興
法
利
生
で
あ
る
。
そ
れ

を
達
成
す
る
た
め
に
、
長
い
期
間
に
わ
た
り
自
ら
の
僧
坊
で
あ
る
密
厳
院
に

425

十
一



名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
論
集 

第
５
号

お
い
て
無
言
行
を
修
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
覚
鑁
が
自
ら

の
密
教
修
行
に
専
念
す
る
た
め
に
無
言
行
に
入
り
、
公
職
を
譲
っ
た
と
い
え

ど
も
、
そ
の
動
向
の
及
ぼ
す
影
響
力
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
覚

鑁
が
無
言
行
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
剛
峯
寺
側
に
お
い
て
は
、
宗
賢
の

よ
う
な
覚
鑁
は
名
利
に
染
着
し
た
者
で
は
な
く
、
真
の
密
教
行
者
で
あ
る
と

認
識
す
る
者
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
そ
の
よ
う
な
高
野
山
に
お

け
る
組
織
の
再
編
成
は
、
上
位
の
管
理
者
で
あ
る
東
寺
側
に
も
影
響
を
与
え

た
。
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
五
月
二
七
日
、
東
寺
長
者
で
あ
る
定
海
は
覚

鑁
の
妨
害
と
称
し
て
東
寺
長
者
な
ら
び
に
法
務
を
辞
し
）
24
（

た
。
そ
し
て
保
延
二

年
六
月
、
東
寺
僧
徒
の
訴
え
に
よ
り
、
真
誉
の
金
剛
峯
寺
座
主
職
を
停
め
、

定
海
を
東
寺
長
者
・
金
剛
峯
寺
座
主
に
還
補
し
、
真
誉
を
金
剛
峯
寺
検
校
と

す
る
。
し
か
し
、
そ
の
人
事
の
変
更
は
覚
鑁
の
出
身
母
体
で
あ
る
仁
和
寺
側

の
不
満
を
招
い
）
25
（

た
。
苫
米
地
誠
一
氏
は
、
そ
れ
は
仁
和
寺
と
醍
醐
寺
の
権
力

争
い
の
結
果
で
あ
る
と
指
摘
す
）
26
（

る
。
実
は
、
定
海
が
東
寺
長
者
に
補
任
さ
れ

る
前
に
、
東
寺
長
者
を
務
め
て
い
る
の
は
仁
和
寺
僧
の
信
証
で
あ
る
。
こ
の

信
証
は
先
の
長
承
元
年
大
伝
法
院
落
慶
供
養
の
際
に
、
供
養
導
師
を
務
め
て

い
た
人
物
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
覚
鑁
は
仁
和
寺
の
出
身
で
あ
り
、
御
室
法
親
王
、
或
い
は
仁
和

寺
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
東
寺
長
者
が
仁
和
寺
信
証

よ
り
醍
醐
寺
定
海
に
改
替
し
て
か
ら
約
二
年
後
、
東
寺
別
当
も
仁
和
寺
僧
の

兼
覚
か
ら
醍
醐
寺
出
身
の
覚
雅
に
改
替
し
た
。
苫
米
地
氏
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
東
寺
に
お
け
る
勢
力
が
仁
和
寺
よ
り
醍
醐
寺
に
移
行
し
て
い
た
た
め
、

高
野
山
上
に
お
け
る
金
剛
峯
寺
と
大
伝
法
院
の
諸
職
の
更
迭
に
対
し
、
定
海

を
は
じ
め
と
す
る
東
寺
に
い
る
醍
醐
寺
側
の
勢
力
は
当
然
そ
の
問
題
を
放
置

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
）
27
（

う
。
し
か
し
、
東
寺
を
め
ぐ
る
勢
力

の
角
逐
の
ほ
か
に
も
、
そ
の
背
後
に
は
も
っ
と
深
刻
な
問
題
が
潜
ん
で
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
野
山
一
山
体
制
と
公
職
身
分
の
問
題
も
視

野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
東
寺
側
が
相
論
を
起
こ
し
た
時
点
は
、
覚
鑁
が

既
に
両
寺
の
座
主
職
を
真
誉
に
譲
っ
て
か
ら
一
年
も
経
ち
、
無
言
行
を
修
し

て
い
る
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
海
は
覚
鑁
が
自
ら
の
高

野
執
行
を
妨
害
す
る
張
本
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
高
野
山
に
お
け
る

大
伝
法
院
の
建
立
、
及
び
寺
院
組
織
の
一
連
の
再
編
成
に
よ
り
、
従
来
の
高

野
山
体
制
が
崩
壊
に
頻
す
る
状
況
と
な
っ
た
と
い
う
認
識
か
ら
の
危
機
感
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
覚
鑁
の
座
主
職
譲
渡
に
よ
り
、
新
た
な
高
野
山
一
山

体
制
が
、
覚
鑁
一
代
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
系
譜
の
継
承
体
制
が
確

立
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
覚
鑁
が
「
以
座
主
職
譲
真
誉
阿
闍
梨
」
に
お
い
て
、
官
符
と
綸

旨
を
丁
寧
に
引
用
す
る
こ
と
は
、
自
ら
の
権
利
行
使
の
正
統
性
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。
東
寺
長
者
定
海
の
行
動
に
よ
り
、
事
態
が
更
に
大
き
く
変
化

し
、
東
寺
か
ら
の
訴
え
に
対
し
、
高
野
山
上
に
お
い
て
、
金
剛
峯
寺
と
大
伝

法
院
は
連
携
し
、「
両
寺
一
味
奏
）
28
（

状
」
を
出
し
た
。

　
　
金
剛
峯
寺

　
　
請
∮特
蒙
㍼鴻
慈
㊥
任
㍼大
師
遺
告
并
中
院
僧
正
記
文
、
旧
例
先
証
当
時

院
宣
㊥
如
㍾元
付
㍼高
野
於
住
山
座
主
㊥
永
可
㍾停
㍼止
東
寺
横
妨
㍽由
、
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高
野
山
大
伝
法
院
創
建
に
お
け
る
覚
鑁
と
鳥
羽
院
（
郭
）

被
㍾下
㍼官
符
㍽状
。（
中
略
）
況
彼
天
照
大
神
屢
示
㍼鎮
護
之
感
応
㊥
地

主
山
王
常
告
㍼渇
仰
之
冥
助
⊿
爰
以
明
知
、
当
山
破
滅
、
既
由
㍼于
長
者

之
執
行
⊿
此
寺
繁
昌
、
唯
起
㍾従
㍼聖
人
之
住
持
⊿ 

大
師
偏
付
㍼住
侶
㊥

不
㍾預
㍼長
者
㍽之
理
、
於
㍾此
已
顕
焉
。（
中
略
）
仁
和
小
野
雖
㍾為
㍼大

師
門
流
㊥
既
非
㍼長
者
之
執
行
⊿
醍
醐
勧
修
雖
㍾為
㍼東
寺
之
末
葉
㊥
又

非
㍼長
者
之
所
領
。
於
㍼彼
末
流
諸
寺
㊥
尚
長
者
不
㍼執
行
㊥
於
㍼此
本
源

一
山
㊥
何
東
寺
可
㍼領
知
㊥
大
師
偏
付
㍼属
住
侶
㊥
不
㍾預
㍼長
者
之
誠

証
。（
中
略
）
衆
徒
若
帯
㍼道
理
㍽者
、
宣
下
之
刻
、
即
可
㍾致
㍼其
訴
⊿

上
人
若
有
㍼非
法
㍽者
、
籠
居
之
前
、
何
不
㍾成
㍼相
論
。
永
絶
㍼縁
務
㍽之

後
、
今
伺
㍼上
禅
之
𨻶
㊥
恣
構
㍼虚
偽
之
解
状
㊥
致
㍼非
理
訴
訟
㊥
是
則

矯
餝
之
甚
也
。
尤
可
㍾有
㍼還
違
之
事
欤
。
抑
上
人
籠
居
以
前
、
常
告
㍼

問（
門
）弟
云
。
我
恐
㍼自
行
之
廃
損
㊥
深
猒
㍼他
人
帰
依
⊿
内
心
雖
㍾起
㍼慈

悲
㊥
若
儀
既
似
㍼遠
離
⊿
但
偏
頼
㍼上
皇
之
恩
憐
㊥
再
興
㍼大
師
之
仏

法
⊿
今
依
㍼三
密
紹
隆
之
功
㊥
当
㍾証
㍼彼
二
利
円
満
之
徳
⊿
然
則
若
欲
㍾

報
㍼仏
恩
㊥
先
可
㍾酬
㍼皇
徳
⊿
若
欲
㍾酬
㍼師
徳
㊥
先
可
㍾報
㍼君
恩
㍽者
。

（
後
略
）

　
右
の
「
両
寺
一
味
奏
状
」
は
金
剛
峯
寺
と
大
伝
法
院
が
一
味
と
な
り
、
空

海
の
御
遺
告
と
真
然
の
記
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
東
寺
の
横
妨
を
訴
え
る
も

の
で
あ
る
。
奏
状
に
お
い
て
、
高
野
山
の
荒
廃
は
東
寺
長
者
の
執
行
よ
り
始

ま
っ
た
も
の
と
し
、
そ
の
再
興
は
覚
鑁
の
住
山
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
覚
鑁

の
功
績
が
讃
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
仁
和
寺
・
小
野
曼
荼
羅
寺
・
醍
醐
寺
・

勧
修
寺
の
例
を
挙
げ
て
、
高
野
山
は
大
師
ゆ
か
り
の
霊
地
と
し
て
東
寺
の
管

理
か
ら
独
立
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
長
承
三
年
の
座
次

を
め
ぐ
る
相
論
の
当
事
者
と
し
て
対
立
し
た
金
剛
峯
寺
と
大
伝
法
院
は
、
一

転
し
て
東
寺
長
者
の
訴
え
に
対
し
て
一
味
と
な
り
、
高
野
山
一
山
の
独
立
を

求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
覚
鑁
は
自
ら
の
修
行
を
重
視
す
る
が
、
鳥

羽
院
の
外
護
が
あ
っ
て
こ
そ
真
言
教
学
の
復
興
（
伝
法
会
）
が
実
現
で
き
た

こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
大
伝
法
院
、
及
び
そ
れ
が
知
行
す
る
高
野
一
山
の
繁
栄
は
、
鳥
羽
院
の

御
願
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
金
剛
峯
寺
側
を
含
む
高
野
山
の
人
々
に

よ
っ
て
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
、
保
延
二
年

に
起
き
た
東
寺
と
大
伝
法
院
に
お
け
る
座
主
職
を
め
ぐ
る
相
論
の
際
、
覚
鑁

は
密
厳
院
に
お
い
て
無
言
行
を
修
す
る
最
中
で
あ
っ
た
が
、
大
伝
法
院
、
或

い
は
高
野
山
一
山
が
危
機
に
直
面
し
た
た
め
、
籠
居
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
鳥

羽
院
に
五
箇
条
の
注
）
29
（

文
を
書
い
た
。

　
　
　
注
進

　
　
　
五
箇
条
事

　
一
　
仏
法
王
法
厳
重
不
㍾軽
事

　
　
　
恵
果
和
尚
云
、
人
之
貴
者
不
㍾過
㍼国
王
㊥
法
之
最
者
不
㍾如
㍼密
蔵
㍽

云
々
。
大
師
云
、
夫
勅
詔
官
符
与
㍼臣
下
往
来
文
字
㍽是
同
㍼功
用
㍽太

別
、
如
㍼勅
書
㍽一
命
、
則
天
下
奉
行
、
施
賞
施
罰
百
姓
喜
懼
。
如
来

経
法
亦
復
如
㍾是
、
菩
薩
声
聞
天
龍
八
部
何
人
不
㍾信
。
又
云
、
人
王

法
律
法
帝
禁
戒
、
事
異
義
融
、
任
㍼控
馭
㍽利
益
甚
多
、
枉
㍾法
随
㍾心

罪
報
極
重
。
世
人
不
㍾知
㍼斯
義
㊥
不
㍾細
㍼王
法
㊥
不
㍾訪
㍼仏
法
㊥
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随
㍼愛
憎
㍽而
浮
沈
、
任
㍼貴
賤
㍽而
軽
重
。
以
㍾此
馭
㍾代
後
報
何
免
、

不
㍾可
㍾不
㍾愼
々
々
々
々
云

々
、

　
二
　
永
止
㍼騒
動
㍽複
㍼護
禅
窟
㍽事
。（
中
略
）

　
三
　
両
寺
仏
事
如
法
不
㍾絶
事
。（
中
略
）

　
四
　
順
㍼高
祖
誓
㍽果
㍼大
師
願
㍽事
。

　
　
　
建
㍼立
伽
藍
㊥
護
㍼持
仏
法
㊥
紹
㍼隆
密
蔵
㍽鎮
㍼押
国
家
㍽。
崇
㍼重
智

行
㊥
初
励
㍼修
学
⊿（
中
略
）
又
云
、
護
持
仏
法
名
㍼仏
弟
子
㊥
若
違
㍼

此
義
㊥
即
名
㍼魔
党
㊥
々
々
即
非
㍼我
弟
子
㊥
仏
法
国
家
之
大

賊 

云
々
。（
中
略
）
又
云
、
所
㍾謂
長
老
相
不
㊦必
在
㍼耆
年
㊥
雖
㍾少

有
㍼智
恵
㍽、
是
為
㍼真
長
老
⊿（
中
略
）

　
五
　
信
智
深
固
宝
寿
長
遠
事
。

　
　
　
癡
暗
之
徒
、
深
含
㍼毒
心
㊥
偏
猜
㍼御
願
㊥
欲
㍾滅
㍼仏
法
㊥
軽
㍼賤
官

符
㊥
違
㍼越
院
宣
⊿
以
㍼妄
語
㍽謗
㍼真
言
㊥
以
㍼邪
慢
㍽妨
㍼正
道
㊥

度
々
解
状
前
後
違
乱
、
条
々
訴
詔
、
始
終
虚
妄
。
覚
鑁
若
為
㍼名
利
㍽

興
㍼隆
此
法
㊥
忽
蒙
㍼仏
神
治
罰
㊥
不
㍾預
㍼冥
顕
加
護
⊿（
後
略
）

　
覚
鑁
の
「
五
箇
条
注
文
」
に
は
空
海
の
著
作
と
御
遺
言
の
引
用
が
多
く
見

ら
れ
る
。
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
、
ま
ず
「
人
之
貴
者
」
の
鳥
羽
院
と
「
法
之

最
者
」
の
真
言
密
教
を
讃
え
る
。
次
に
、
相
論
の
相
手
が
仏
法
と
王
法
に
背

き
、
仏
事
法
会
を
断
絶
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
批
判
し
、
自
ら
の
志
と
主
張
を

述
べ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
覚
鑁
の
志
は
、
名
利
を
求
め
ず
、
仏
法
の
興
隆

と
国
家
の
鎮
護
を
願
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
覚
鑁
の
生
涯
に
わ
た
り
終

始
一
貫
し
た
姿
勢
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
僧
侶
の
補
任
に
つ
い
て
、

覚
鑁
が
「
所
㍾謂
長
老
相
不
㊦必
在
㍼耆
年
㊥
雖
㍾少
有
㍼智
恵
㍽」
と
い
う
『
大

乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
）
30
（

経
』
の
文
句
を
引
用
し
、
年
功
序
列
を
重
視
す
る
の
で

は
な
く
、「
智
恵
」
を
重
視
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
覚
鑁
が
説

い
た
「
智
恵
」
と
は
、
仏
教
実
践
で
あ
る
六
波
羅
蜜
の
最
後
の
徳
目
「
般

若
」
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
即
ち
、
事
理
を
照
見
す
る
悟
り
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
先
述
し
た
長
承
三
年
の
院
宣
に
お
い
て
も
同
様
な
認
識
が
み
ら

れ
る
。
か
く
し
て
、
高
野
山
大
伝
法
院
の
創
建
と
と
も
に
、
座
主
職
を
め
ぐ

る
一
連
の
相
論
は
、
後
世
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
義
演
は
高
野
山
に
お
け

る
座
主
職
を
巡
る
相
論
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
慶
長
六
辛丑
年
八
月
朔
日
。（
中
略
）
高
野
検
挍
職
事
ニ
付
、
学
侶
両
人

□
□
□
来
。
旧
記
一
冊
懸
㍼御
目
㍽了
。
般
若
寺
僧
正
御
時
ノ
事
ハ
、
是

ハ
不
㍾及
㍾記
㍾之
、
諸
院
存
知
ノ
事
也
。
長
承
年
中
、
覚
鑁
上
人
訴
ニ

依
テ
、
高
野
住
侶
真
誉
、
高
野
ノ
座
主
ニ
始
テ
任
了
。
于
㍾時
保
延
年

中
、
本
寺
訴
詔
ニ
依
テ
、
綸
紙
申
返
、
彼
座
主
職
弃
破
了
、
此
儀
彼
記

在
㍾之
。
爰
使
僧
申
様
、
既
高
野
住
侶
座
主
ニ
罷
成
、
長
者
ノ
管
領
ヲ

止
タ
ル
上
ハ
、
今
度
補
任
事
不
㍾謂
由
申
入
了
。
予
返
答
、
上
人
新
儀

ヲ
企
ト
云
ト
モ
、
保
延
年
中
ニ
令
㍼弃
損
㊥
其
以
来
長
老
管
領
如
㍾元
。

于
㍾今
補
任
ノ
上
ハ
、
都
而
此
旧
記
為
㍼証
跡
㍽之
由
、
仰
聞
閉
口
了
。

 

『
義
演
准
后
日
）
31
（

記
』

　
周
知
の
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
に
根
来
の
頼
瑜
に
よ
り
醍
醐
寺
に
大
量
の
大

伝
法
院
関
係
資
料
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
義
演
は
醍
醐
寺
門
跡
で
あ
り
、
醍
醐

寺
の
古
記
録
や
文
書
等
の
優
れ
た
管
理
者
で
あ
っ
た
。
高
野
山
検
校
の
職
事
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高
野
山
大
伝
法
院
創
建
に
お
け
る
覚
鑁
と
鳥
羽
院
（
郭
）

に
関
し
て
用
い
ら
れ
た
「
旧
記
一
冊
」
は
、
恐
ら
く
頼
瑜
時
代
に
編
纂
さ
れ

た
大
伝
法
院
関
係
の
資
料
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
右
の
『
義
演
准
后
日
記
』
に

よ
る
と
、
長
承
年
中
に
高
野
山
に
お
け
る
大
伝
法
院
座
主
職
を
め
ぐ
る
相
論

の
経
緯
は
、
先
述
で
挙
げ
た
資
料
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
覚
鑁

が
真
誉
に
座
主
職
を
譲
る
こ
と
は
、
高
野
住
侶
を
一
山
知
行
の
座
主
に
つ

け
、
高
野
山
を
東
寺
の
管
理
か
ら
独
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
語
ら
れ

た
。
更
に
そ
れ
が
「
上
人
新
儀
」
と
し
て
義
演
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
覚
鑁
に
よ
る
高
野
山
大
伝
法
院
の
建
立
は
、
伝
法
会
を
再
興
す
る
た
め
で

あ
り
、
ひ
い
て
は
真
言
密
教
を
復
興
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
覚
鑁
の
素
願
を
実
現
さ
せ
た
の
が
鳥
羽
院
で
あ
る
。
鳥
羽
院
は
覚

鑁
に
帰
依
し
、
大
伝
法
院
が
鳥
羽
院
の
御
願
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
、
厖
大
な

荘
園
が
鳥
羽
院
よ
り
寄
進
さ
れ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
大
伝
法
院
は
国
家
鎮

護
と
王
家
の
安
泰
を
祈
る
仏
事
法
会
を
修
す
る
重
要
な
勤
め
を
担
っ
た
。
大

伝
法
院
の
寺
院
組
織
が
確
立
さ
れ
た
際
に
、
金
剛
峯
寺
側
が
覚
鑁
及
び
大
伝

法
院
側
を
非
難
す
る
根
拠
と
な
っ
た
、
僧
侶
の
身
分
が
低
い
こ
と
や
他
宗
兼

学
す
る
こ
と
な
ど
は
、
鳥
羽
院
に
は
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
覚
鑁

及
び
そ
の
門
跡
を
大
伝
法
院
・
金
剛
峯
寺
両
寺
の
座
主
職
に
し
、
満
山
治
行

せ
し
め
た
こ
と
は
、
恐
ら
く
鳥
羽
院
の
意
志
に
発
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
目
的
は
、
高
野
山
を
高
野
住
侶
の
も
と
に
管
理
せ
し
め
、
高
野
山

一
山
体
制
を
作
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
そ
の
体
制
の
成
立
は
王
家

の
仏
事
法
会
を
修
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
一
山
の

知
行
と
仏
法
・
王
法
の
興
隆
は
、
そ
の
す
べ
て
が
鳥
羽
院
政
の
も
と
に
興
行

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
覚
鑁
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
密
教
修
行
に
専
念
し
な
が
ら
、
一
門

（
一
山
）
が
危
機
に
臨
ん
だ
際
に
は
、
鳥
羽
院
と
積
極
的
に
交
渉
す
る
行
動

が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
大
伝
法
院
と
金
剛
峯
寺
の
座
主
職
を
真
誉
に
譲
る

こ
と
、
ま
た
高
野
山
の
一
山
体
制
が
崩
壊
し
そ
う
な
際
に
「
五
箇
条
注
文
」

を
鳥
羽
院
に
進
め
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
覚
鑁
が
鳥
羽
院
の
主
宰
す
る
高

野
山
に
お
け
る
一
山
体
制
の
護
持
者
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
行
動
と
推
測

さ
れ
る
。

　
最
後
に
、
覚
鑁
が
建
立
し
た
大
伝
法
院
と
い
う
宗
教
空
間
の
歴
史
的
意
義

を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
覚
鑁
が
復
興
し
た
伝
法
会
は
、
真
言
教
学
の
振

興
を
目
的
と
し
、
鎮
護
国
家
と
王
家
の
安
泰
を
祈
祷
す
る
こ
と
で
王
権
と
深

く
結
び
付
く
こ
と
に
な
っ
た
。
伝
法
会
が
行
わ
れ
る
場
で
あ
る
大
伝
法
院
の

建
立
、
及
び
寺
院
組
織
の
確
立
と
と
も
に
、
元
来
は
客
僧
や
聖
集
団
な
ど
に

属
す
る
階
層
で
あ
っ
た
大
伝
法
院
の
門
徒
た
ち
は
、
公
請
に
よ
る
論
議
法
会

に
勤
仕
し
て
昇
進
を
得
る
南
都
僧
と
天
台
僧
と
は
異
な
り
、
ま
た
修
法
の
法

験
で
賞
を
得
る
密
教
僧
と
も
違
う
か
た
ち
で
、
公
的
身
分
が
獲
得
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
覚
鑁
の
実
践
に
よ
る
悟
り
を
重
視
す
る
こ
と
と
鳥

羽
院
の
顕
密
融
合
の
宗
教
政
策
に
よ
っ
て
実
現
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
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名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
論
集 

第
５
号

だ
ろ
う
。
ま
た
、
長
承
三
年
の
座
次
を
め
ぐ
る
相
論
と
保
延
二
年
の
座
主
職

を
め
ぐ
る
相
論
の
結
果
か
ら
、
高
野
山
一
山
体
制
の
創
成
が
容
易
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
葛
藤
は
、
中
世
の
権
門
体
制
の

元
に
あ
っ
て
、
高
野
山
内
部
の
み
に
と
ど
ま
る
問
題
で
は
な
く
、
当
時
の
真

言
宗
、
あ
る
い
は
仏
教
界
の
全
体
に
及
ぶ
大
き
な
変
動
の
一
端
を
示
す
も
の

で
あ
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
覚
鑁
、
鳥
羽
院
、
大
伝
法
院
、
高
野
山

注
（
1
） 

速
水
侑
「
院
政
期
仏
教
と
覚
鑁
」
興
教
大
師
研
究
論
集
委
員
会
編
『
興
教
大
師
覚
鑁

研
究
│
興
教
大
師
八
百
五
十
年
御
遠
忌
記
念
論
集
』（
春
秋
社
、
一
九
九
二
年
）。

（
2
） 

中
野
達
慧
『
興
教
大
師
正
伝
』（
世
相
軒
、
一
九
三
四
年
）。

（
3
） 

櫛
田
良
洪
「
覚
鑁
と
大
伝
法
院
を
め
ぐ
る
問
題
」『
覚
鑁
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
五
年
）。

（
4
） 

波
多
野
智
人
「
金
剛
峯
寺
・
大
伝
法
院
間
の
「
両
寺
兼
官
」
に
つ
い
て
」『
密
教
文

化
』（
二
一
五
号
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
5
） 

平
雅
行
「
大
伝
法
院
座
主
職
と
高
野
紛
争
│
│
理
想
主
義
の
挫
折
」
山
岸
常
人（
編
）

『
歴
史
の
な
か
の
根
来
寺
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。

（
6
） 

栂
尾
祥
雲
「
伝
法
会
の
由
来
」『
日
本
密
教
学
道
史
』（
高
野
山
大
学
出
版
部
、
一
九

四
二
年
）。

（
7
） 「
仁
和
寺
伝
法
会
結
願
供
養
法
表
白
」（
阿
部
泰
郎
・
福
島
金
治
・
山
崎
誠（
編
）『
守

覚
法
親
王
と
仁
和
寺
御
流
の
文
献
学
的
研
究 

史
料
篇
・
金
沢
文
庫
蔵
御
流
聖
教
』

（
仁
和
寺
二
十
二
巻
本
表
白
集
巻
十
五
）
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
8
） 『
三
十
帖
策
子
』
は
本
来
東
寺
経
蔵
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
、
東
寺
長
者
以
外
に
は

拝
見
で
き
な
い
ほ
ど
大
切
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
真
然
が
真
雅
か
ら
借

覧
し
、
そ
の
ま
ま
東
寺
に
返
さ
ず
金
剛
峯
寺
座
主
が
代
々
伝
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

半
世
紀
後
、
東
寺
長
者
・
法
務
観
賢
は
、
当
時
の
金
剛
峯
寺
座
主
で
あ
っ
た
無
空
に

対
し
、『
三
十
帖
策
子
』
を
東
寺
に
返
却
す
る
よ
う
強
く
要
求
し
た
。
無
空
が
そ
れ

に
抵
抗
し
、『
三
十
帖
策
子
』
を
随
身
し
、
門
徒
を
率
い
て
、
延
喜
十
六
年
（
九
一

六
）
に
高
野
山
を
離
れ
て
山
城
国
円
提
寺
に
逃
れ
た
。
そ
の
た
め
に
高
野
山
内
は
急

激
に
荒
廃
し
た
。

（
9
） 

富
田
斅
純
・
中
野
達
慧（
編
）『
興
教
大
師
全
集
』（
世
相
軒
、
一
九
三
五
年
）。

（
10
） 

櫛
田
良
洪
「
覚
鑁
と
大
伝
法
院
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
覚
鑁
の
研
究
』（
吉
川
弘
文

館
、
一
九
七
五
年
）。

（
11
） 

富
田
斅
純
・
中
野
達
慧（
編
）『
興
教
大
師
全
集
』（
世
相
軒
、
一
九
三
五
年
）。

（
12
） 

富
田
斅
純
・
中
野
達
慧（
編
）『
興
教
大
師
全
集
』（
世
相
軒
、
一
九
三
五
年
）。

（
13
） 

聖
応
筆
録
『
覚
鑁
聖
人
伝
法
会
談
義
打
聞
集
』（
富
田
斅
純
・
中
野
達
慧（
編
）『
興

教
大
師
全
集
』
世
相
軒
、
一
九
三
五
年
）
に
所
収
す
る
。

（
14
） 

増
補
史
料
大
成
刊
行
会
編
『
中
右
記
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）。

（
15
） 『
根
来
要
書
』〈
一
〉
醍
醐
寺
『
根
来
要
書 

覚
鑁
基
礎
史
料
集
成
』（
東
京
美
術
、
一

九
九
四
年
）。

（
16
） 『
根
来
要
書
』〈
二
〉
醍
醐
寺
『
根
来
要
書 

覚
鑁
基
礎
史
料
集
成
』（
東
京
美
術
、
一

九
九
四
年
）。

（
17
） 『
根
来
要
書
』〈
三
〉
醍
醐
寺
『
根
来
要
書 

覚
鑁
基
礎
史
料
集
成
』（
東
京
美
術
、
一

九
九
四
年
）。

（
18
） 

櫛
田
良
洪
氏
の
研
究
に
よ
り
、
覚
鑁
が
密
厳
院
に
お
い
て
籠
居
に
入
っ
て
行
っ
た
無

言
行
は
、
密
教
の
一
種
の
修
行
で
あ
る
。
ま
た
、
覚
鑁
の
密
厳
院
に
お
け
る
籠
居

は
、『
覚
鑁
聖
人
伝
法
会
談
義
打
聞
集
』
に
よ
る
と
、
長
承
四
年
（
一
一
三
五
）
三

月
廿
一
日
か
ら
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
四
月
二
日
ま
で
で
あ
る
。
櫛
田
良
洪
「
覚

鑁
の
無
言
行
」『
覚
鑁
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
。）

（
19
） 
三
浦
章
夫（
編
）『
興
教
大
師
伝
記
史
料
全
集
』（
文
政
堂
、
一
九
八
九
年
）。

（
20
） 『
根
来
要
書
』〈
二
〉
醍
醐
寺
『
根
来
要
書 

覚
鑁
基
礎
史
料
集
成
』（
東
京
美
術
、
一
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高
野
山
大
伝
法
院
創
建
に
お
け
る
覚
鑁
と
鳥
羽
院
（
郭
）

九
九
四
年
）。

（
21
） 
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
六
月
十
九
日
の
金
剛
峯
寺
住
僧
の
解
案
に
お
い
て
、
金
剛

峯
寺
の
山
籠
と
し
て
署
名
し
た
。

（
22
） 『
根
来
要
書
』〈
二
〉
醍
醐
寺
『
根
来
要
書 

覚
鑁
基
礎
史
料
集
成
』（
東
京
美
術
、
一

九
九
四
年
）。

（
23
） 『
根
来
要
書
』〈
三
〉
醍
醐
寺
『
根
来
要
書 

覚
鑁
基
礎
史
料
集
成
』（
東
京
美
術
、
一

九
九
四
年
）。

（
24
） 「
東
寺
長
者
補
任
」（『
続
々
群
書
類
従
』
に
所
収
す
る
）

 

長
者
権
僧
正
定
海
法
務
（
中
略
）

 

五
月
廿
七
日
、
辞
長
者
法
務
。
覚
鑁
上
人
依
高
野
執
行
之
妨
也
。
而
一
門
大
衆
訴

之
。
仍
六
月
日
如
元
被
付
長
者
、
宣
下
畢
。

（
25
） 「
醍
醐
寺
座
主
次
第
」（『
大
日
本
史
料
』
三
編
九
〇
三
冊
）

 

阿
闍
梨
大
法
師
定
海

 

保
延
二
年
五
月
廿
七
日
、
所
職
等
皆
以
辞
退
、
是
依
高
野
乱
也
。
同
六
月
日
、
高

野
如
元
可
付
長
者
之
由
被
下
院
宣
、
是
仁
和
寺
大
衆
訴
也
。

（
26
） 

苫
米
地
誠
一
『
興
教
大
師
覚
鑁
上
人
年
譜
』（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
27
） 

同
右
。

（
28
） 『
根
来
要
書
』〈
二
〉
醍
醐
寺
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Abstract

The Religious Practices of Kakuban and Toba-in:  
from the Perspective of the Establishment of the Kōyasan Daidenpo-in

Guo Jianing

	 During the Insei period (院政期), Kokyo Daishi Kakuban (覚鑁) established the Daidenpo-in  
(大伝法院) as Toba-in’s (鳥羽院)Goganji (御願寺) at Kōyasan (高野山) for reviving the Denpoe (伝
法会) of Shingon Esoteric Buddhism. The temple organization of Daidenpo-in had a great influence 
on the side of Kongobuji (金剛峯寺), which was the original organization of Kōyasan. However, 
the low status of the monks and their concurrent learning of Other Sects, which were the basis for 
the Kongobuji side’s accusations against Kakuban and the Daidenpo-in side, were not considered a 
problem by Toba-in. On the other hand, it is thought that the decision to make Kakuban and his 
Monzeki (門跡) the heads of both the Daidenpo-in and Kongobuji, probably originated in the will 
of Toba-in. Furthermore, by examining various documents, it becomes clear that the governance of 
Kōyasan and the prosperity of the Buddhist (仏法) and the Royal Law (王法) were expected to be 
realized under the previously mentioned policy. It is also clear that Kakuban is the protector of the 
religious policy for governing Kōyasan as conceived by Toba-in.

Keywords: Kakuban, Toba-in, Daidenpo-in, Kōyasan


